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｢知識集約型社会を支える人材育成事業」
メニューⅠ・東京都市大学 オープンキャンパス

～社会共創を通した人材育成モデル構築を目指して～

理工学部長 岩尾 徹
大電流エネルギーDX研究室





事業概要

令和３年度 理工学部３学科から開始

参加人数 １１２名（５月現在）

機械工学科 ３６名
機械システム工学科 １６名
電気電子通信工学科 ６５名



「ひらめき・こと・もの・ひと」
づくり 教育課程の考え方



「ひらめき・こと・もの・ひと」
づくり 教育課程の考え方

（科目群を人材像から再構築）



「ひらめき」の授業設計



ひらめき
こと

もの
くらし

遊び
楽しむ
ワクワク

左脳 右脳

駆動力
（技術）

ひと

直観・観察
アート

インプット
論理的批判的思考

問題発見課題解決

認知能力 非認知能力
コンピテンシー

正解がない

問い立て

現場
実践

帰納法演繹法

「ひらめき」の考え方



統合的学びにより、修得できる力



9



10



グローバル教養(1)
（社会・メディア・政治・経済）

グローバル教養(2)
（歴史・外交・文明）

グローバル教養(3)
（異文化理解）

グローバル教養(4)
（SDGs）

ひとづくり(1)
（社会・メディア・政治・経済）

ひとづくり(2)
（歴史・外交・文明）

ひとづくり(3)
（会計・経営・コンプライアンス）

ひとづくり(4)
（マーケティング・ ブランド）

ひとづくり(5)
（健康科学、感染症、

免疫学、メンタルヘルス）
技術者倫理
事例研究
卒業研究(1)
卒業研究(2)

AI・ビックデータ・
数理データサイエンス
20単位 分析と予測

データを読み解き予測す
る力

ひとづくり 28単位
主体性を活かした挑戦と未来志向

・グローバルで未来志向の判断力
・多様な人と共創する力
・論理的かつ総合的に判断し、自ら

挑戦とマネジメントをする力
SD PBL(1) （問いの発見）
SD PBL(2) （自らの「専門」探究）
SD PBL(3) （学部学科横断・文理融合）
Next PBL （産学協働）
ことづくり(1)
（ことづくり・仕組みづくり・ゲームチェンジ）
ことづくり(2)
（Society 5.0 と センサ計測・マイコン制御）
ことづくり(3)
（共創とアーバン・デジタルトランス
フォーメーションUDX）

ことづくり(4)
（メディア発信と双方向コミュニケーション）
ことづくり(5)
（リーダーとプロジェクトマネージメント）
インターンシップ(1)
インターンシップ(2)
海外体験実習(1)
海外体験実習(2)

微分積分学（1a）（1b）
微分積分学（2a）（2b）
線形代数学（1a）（1b）
線形代数学（2a）（2b）
電気数学(1)(2)
データサイエンスリテラシー(1)(2)
数理統計学
情報リテラシー演習（a）(b)
プログラミング基礎（a）(b)
AI・ビックデータ基礎
AI・ビックデータ応用

ことづくり 14単位
共創とアーバン・デジタルトランス

フォーメーション

他分野をつなぎ実装する力
物語や流行を生み出す力

ものづくり 48単位
専門性を活かした理論と実践

知識やアイデアを形にする力

ひらめきづくり 14単位
創造と社会変革

アイデアを生み出す力
ひらめきづくり(1)
（探究活動）
ひらめきづくり(2)
（スタートアップとベンチャー）
ひらめきづくり(3)
（ハッカソン・チャレンジ）
ひらめきづくり(4)
（アイデアソン・チャレンジ）
ひらめきづくり(5)
（ひらめき発見デザイン学）
論理的な問題解決の進め方
知的財産

文理横断・学修の幅を広げる
４８単位 （もの） → ４２単位 （もの＋くらし）

分野融合（ もの × くらし ）
４８単位 (もの) → ５６単位 (もの＋くらし)

養成する人材像に対応した履修モデル

グローバル・幅広い教養と統合的な学び
２８単位 (もの)→２６単位 (もの＋くらし)

社会連携 システム思考 SDGｓの思想 プロブレム学習
アクティブ・ラーニング

アイディアソン
ハッカソン
デザイン思考

産学連携
エンジニアリングデザイン

ことづくり

14単位

ひとづくり

28単位

文理横断・学修の幅を広げる
（48単位）

分野融合
（48単位 ）

グローバル・幅広い教養
と統合的な学び （２８単位）

ひらめきづくり

14単位

AI・ビックデータ
数理

データサイエンス

20単位

人間
環境
都市

く
ら
し

も
の

ものづくり × くらしづくり

48単位

くらしづくり 48単位
専門性を活かした理論と実践

社会や生活をデザインする力

産学連携
ソーシャル・ライフデザイン

物理学・化学
機械設計製図・電気製図
機械工作実習
電気電子通信実験
機械力学
材料力学
流体力学
熱力学
電気電子工学
制御工学
ロボット工学
宇宙工学・内燃
グリーンエレクトロニクス
次世代ドライブシステム
超スマートエネルギー社会
情報通信プラットフォーム

生体環境
都市環境
環境経営
環境政策
ソーシャル・デザイン
メディア・コミュニケーション
システムデザイン
ICTアセスメント
都市のライフスタイル
都市のマネジメント
都市のデザイン
都市のしくみ
保育・教育
発達・心理
保健・福祉
文化・環境

人間
環境
都市

く
ら
し

も
の

8単位8単位

価値を創造できる次世代の「社会変革のリーダー」を育成
ゲームチェンジ時代の製造業を切り拓く人材を育成

製造業の国際競争力の向上を目指す

革新的なイノベーションをもたらすソリューションを提案する人材 幅広い教養と深い専門性を両立した人材

16単位
2024

選ばれる「もの」のための「ひらめき・こと」づくりへの転換

集中型と自律分散型を
上手につなぐ技術革新 サイバーフィジカル

情報
システム

情報科学
知能情報

8単位

8単位 8単位

2021
2023 2024

自律分散型でありながらも
「つながり」を持つ
レジリエンスな「もの」づくり

分野融合（ ものづくり ）

計測
通信
制御
材料

医
用

機
械

分野融合
ものづくり（ 機械 ✖ 電気 ）

計測
通信
制御
材料

電
気

機
械

自
然

応
化

機
シ

原子力

電
気
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新規性、先進性
他大学への展開
評価方法



今後の展望、検証可能かつ明確な目標



組織図



東急グループである本学の特色を活かした、東急全線での窓上広告



インターネットでの紹介
（大学ジャーナル ５月号 １面で紹介）

関東工学教育協会 産学協議会WG3 活動報告書に記載
「価値創造型リーダーを育成する」プログラムの提案
学内FDセミナー：令和3年3月25日(水) 開催
「ゲームチェンジャーへの扉を開くあたらしい「学び」のあり方」
約70名参加。本プログラムの学内周知と、有識者6名との意見交換。

総合型選抜 にて、当プログラム向け入試 実施（予定）
「当プログラムの理解」を含めた入試を実施

第１回アドバイザリー委員会：令和3年3月25日(水) 開催
有識者である委員(11名)からのアドバイスをいただいた。
人材ニーズ調査（有識者ヒアリング）：令和3年2月実施
有識者(14名)ヒアリングにより人材ニーズを把握、PDCAを回した。

日本工学教育協会 年次大会での発表（申込中）
価値創造型リーダー育成プログラム（３）
－東京都市大学 「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラム

を例として－

卒業生アンケート調査：令和3年3月実施
卒業生アンケートにより、本事業の課題を抽出、PDCAを回した。

外部評価委員会：令和3年8月 開催予定
「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラム シンポジウム

本学主催シンポジウム：令和3年12月22日(水) 開催予定

第２回アドバイザリー委員会：令和3年3月(水) 開催予定

全学FD・SDフォーラム：令和3年9月22日(水) 開催予定
全教職員が参加し、情報の共有、意見交換を行う。



YouTube公開、ホームページの公開： https://hirameki.tcu.ac.jp/



「もの」⇔「システム」 ⇔ 「マネジメント」

UEDX
アーバン・エコロジー・デジタル・トランスフォーメーション

エネル
ギー

生活

環境

「生活・エネルギー＆経済・環境」といった複合的な問題を
理工学部でしかできない サイバーフィジカルDX を駆使したイノベーションで解決

サイバーフィジカルDX

計測 × 通信 × 制御 × 材料× 情報 × AI・ビッグデータ・数理データサイエンス

６つの技術を駆使



探究する都市大
若い学生たちの将来のために。この国の明るい未来のために。

すべての学びは統合され、
あなたの生きる力になる。

問いを生み出し、力強く、前へ。



都市大の魅力  常に進化。新しい校舎

 伝統校である。就職に強い。

 広く美しく、平坦なキャンパス

 東京２３区理工系大学で最大規模

 広く美しく多くの本がある図書館

 SD PBL 統合的学び、都市研究

 「ひらめき・こと・もの・ひと」

づくりプログラム

 国際イノベーター育成オナーズ

プログラムや国際コース

 留学プログラム（TAP、TUCP）

いつも学生に寄り添う教育
東京都市大学は学生の熱意が創り上げた大学。

伝統を活かし、学生と教職員がともに考え、学び、

行動することで、社会に貢献できる人材を育成



ひらめきプログラムの魅力

全体最適解

 解決策の提案だけでなく、気づき、問い立て、問題を発見を重視

 ディスカッションの仕方から学ぶことができる

 アイデアや考え方は人それぞれ！話し合いの中で個性を発揮できる

 「ひらめく」ためには遊び心も必要！枠に収まらない考え方ができるようになる

 有名なサービスや商品など身近なところからひらめきを学ぶ

 社会で活躍している外部講師から学べる

 教科書のない新しい今を知ることができる

 役に立ち楽しい「受けたくなる」授業

 高校では決まった形式の問題が解けるようになるための授業

 都市大では概念から学ぶため、自ら本質から理解できる授業

 競争せず、みんなで学ぶ→協働
 他学部学科の単位を修得し、

卒業することができる
⇒ 2023年までは８単位
⇒ 2024年からは16単位

正解のない課題に
直面した時に必要な力

個別最適解ではなく全体最適解を導く力
を養うことができるプログラム

ディスカッションで問題発見、

課題解決をしていく。

将来の自分のためになる学び



60単位以上を、英語による授業、ディスカッション、レポート

により、進めるプログラムです。

英語で専門科目や知識集約型社会へ向けた内容を

学ぶことで国際社会でも活用できる人材を育成します。

→ 英語に触れる機会が多くなり、英語力の向上を目指せる！

⇒ TOEIC 750点以上を目指します。

・３名の外国人教員により電気の専門を英語で学ぶ。
・１年生から探究活動にも取り組むことができる。
・ひらめきプログラムの参加必須。両方修了できる。
・研究室に優先配属（条件あり）。
・３年後期から大学院一貫教育プログラムに参加可

⇒ 大学院の早期修了（飛び級）を目指します。



超える、つながる、その夢に東京都市大学 は、 社会変革のリーダを育成します

・ TAP（東京都市大学オーストラリアプログラム）
・ SD PBL（Sustainable Development Project organized Problem Based Learning）
・「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラム
・ 国際イノベーター育成オナーズプログラム

 文理の垣根を超えた幅広い学び
 深い専門性

「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラムが目指すところ

都市大しかできない、学びの統合

一歩を踏み出す社会変革のリーダー

～ 幅広い教養と深い専門性＝学びの統合へ ～

学びの統合
知識

応用力

コミュニケー
ション
能力

協調性

クリエイ
ティブさ

問題発見・
解決能力 視野の

広さ
他にもたくさん…！

知識も必要で…学びの統合が必要

大学で学んできた、すべての学びがつながり、統合されていく

多様な分野の学びの統合



超える、つながる、その夢に東京都市大学 は、 社会変革のリーダを育成します

学際探究入試
タイプ１ ひらめき専用
タイプ２ 国際専用

※ 最優先で参加できます。

ひらめき／国際に
審査の上、参加可能。

国際イノベーターは、
ひらめきへの参加が
必須です。

ひらめき／国際に
審査の上、参加可能。

タイプ１とタイプ２の
併願受験はできません。



超える、つながる、その夢に東京都市大学 は、 社会変革のリーダを育成します

学際探究入試
タイプⅠ ひらめき専用
タイプⅡ 国際専用

※ 最優先で参加できます。

国際イノベーターは、
ひらめきへの参加必須。

併願
不可



「探究」総合問題 例（学際探究入試 タイプ１）

コロナ禍でもオリンピック・パラリンピック
を成功させたい。

 あなたが考える現状を述べてください。

 なぜ？できないか、なぜ？しなければならないか、といった、

問いを立ててください。（問題発見）

 問題点から、社会課題を抽出してください。

 社会課題を、どのような技術で、どのように解決すれば良いか、

仮説を立て、解決を導くための手順を述べてください。

その仮説を、理科や数学の力を使って、定量的に説明、解決に導いてください。

28

文科省検定済教科書のみ持ち込み
可（６冊まで）

ただし、紙やポストイット等の貼り付
けや挟み込みは不可。カバーも取っ
ていただきます。

回答用紙には、赤の点線の部分を
記載する予定です。

文章は箇条書きでOKです。

図や絵を用いながら、
可視化し、

自分の考えを整理し、
表現してください。
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「コロナ禍でもオリ・パラを成功させたい」： アイディア整理のプロセス

感染を防ぐ方法はな
いか？

知りたいことは？

最適なシステムは？

マネジメント方法は？

●●●？

・ウィルスについて：特性は…？
・飛沫について：飛び方は、安全な距離は…？
・マスクについて：種類、つけ方は…？
・ワクチンについて：効果、打ち方は…？
・そもそもこれらが一元的に社会共有されてる？？

:

・最適なウィルス除去のシステムは？
・最適な飛沫防止システムは？
・最適なワクチン接種システムは？
・最適な社会共有方法は？

:

まず、現状をいろいろな角度から
分析してみました

・観客：制限、無観客、払い戻し…
・運営：ボランティア、メディア、医療…
・感染を防ぐ方法：…
・参加国の状況：…
・そもそも何をもって「成功」と考えるか…
・なぜオリ・パラを実施しなければいけないか…

【問題点や知りたいこと、社会課題】

その結果、結局「感染を防ぐ方法」を考えること
が抜本的かつ最適解要素になりそうだと
フォーカスして「問い」を考えてみました

感動！
国際公約
世界平和
でも、
感染状況
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「コロナ禍でもオリ・パラを成功させたい」： 仮説と手順

「早打ちワクチンシステム」で
オリ・パラを成功に！

オリ・パラの成功には開催国はもちろん世界平和は欠かせない。
コロナ不安を早期に世界中で取り除くキックオフの大会にすることで開催を不安に思っている
方々の不安を取り除き、SDGs３の課題解決にも応用できるメリットも踏まえた全体最適解と考
えた。そこで、実現可能性も鑑みたアイディアを提案したい。

Ａ：会場内打ち手動き案 B：キャラバン案

ドライバーは仕事が
減ったプロドライバー

①現在の接種システムの理解

③アナログと先進の２アイディアでと途上
国、先進国の地域特性に準じた早打ちシ
ステムを提案。オリ・パラ時に世界発信。
SDGs３の寄与も含めて、日本での開催
意義をショーケース的にPRし「成功」ロ
ジックを確立。

●仮説＆技術point
A：アナログアプローチ。シンプルに①現在の接種システムと②脱既存のタイムトラ
イアル（算数知見）で定量判断。ウィルス保持者が並ばぬ前提ならば②A会場内打
ち手動き案のほうが①現在の接種システムより合理的ではやい可能性大。

B：キャラバン案 ものと人をつなぐ。対象者の組織属性、人口密度、人口構成など
をもとに、サテライト会場をエリアに複数設定。合理的エリアは交通工学アプローチ
で選定。Society5.0（MaaS）の自動運転時代を考え、当ノウハウは次のパンデミック
を踏まえて有用。

②脱既存！２つのアイディアのシミュレーションおよびトライアル実施

物理や数学の力で、
解決に導こう！



31

１m                           ３m ５m

会話 咳 くしゃみ

しかし、実際には空気抵抗が存在していて、くしゃみなどの粗大な飛沫粒子は、 空気抵抗によって次第に減速しながら一
定距離を飛行し、重力によって落下する。その結果、距離は図のような値になる。
また、会話などの微小な飛沫は空気抵抗の影響で、すぐに減速し、空気の流れがないと、ほとんど飛散しない。

空気抵抗を考慮せず、y=1.5mとし、くしゃみによって発生される飛沫の初速を10m/sとして計算する。
水平投射として、水平方向と垂直方向に分けると、飛沫距離はx方向の距離となるので、
ｔ＝0.55317…sとなる。
これを水平方向の式に代入すると、飛沫距離は約5.5mとなる。

𝑥𝑥 = 𝑣𝑣0𝑥𝑥t

𝑦𝑦 =
1
2
𝑔𝑔𝑡𝑡2

𝑅𝑅 = 𝑘𝑘v

物理や数学の力を使って、定量的に説明、解決に導く！



面接例（学際探究入試 タイプ２）
 受験番号と名前を教えてください。
- Please let us know your examination number and name.

 自宅の最寄り駅はどちらですか。大学までは、どのようにして来ましたか。
- Which is the nearest station from your home. How did you come to the university today?

 東京都市大学の志望理由を教えてください。
- Why do you want to study at Tokyo City University?

 国際イノベーター育成オナーズプログラムについて、知っていることを教えてください。
- Please share with us what you know about the Global Innovator Honors program.

 物理で好きな単元はありますか。
- Do you have any favorites topics in Physics?

 英語は、どうやって勉強しましたか。留学の経験はありますか。
 How do you study English? Do you have any experience studying overseas?

 将来はどのような大人になりたいですか。
- What kind of person do you aspire to be in future?

 社会変革のリーダー、国際イノベーターのイメージを教えてください。
- What is your image of a leader who transforms society and someone who is a global innovator?

 東京都市大学は、仲間と協働しながら、ディスカッションや発表をする機会が数多くあります。
これらを英語で楽しく取り組む自信はありますか。

- At Tokyo City University, there are many opportunities for you to work in a team, take part in discussions and give presentations. 

How confident are you in doing these in English and being able to enjoy it? 
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超える、つながる、その夢に東京都市大学 は、 社会変革のリーダを育成します
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超える、つながる、その夢に東京都市大学 は、 社会変革のリーダを育成します
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